
株式会社　エア・ガシズ北九州

2023年3月18日

認証番号　0001629

2022年度

(2022年1月～2022年12月）

エコアクション２１

環境経営レポート



も　　く　　じ

・環境関連法規への違反、訴訟等の有無　　・・・・・・・・・・・　１６

・代表者による全体評価と見直しの結果、指示　　・・・・・・・・・・・　１７

・環境目標の実績　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１１～１３

・環境活動の取組結果と評価、次年度の取組　・・・・　１４～１５

・組織の概要　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１～３

・環境経営方針　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　４

・環境経営目標　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　５

・中長期環境経営目標　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６

・環境経営計画　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　７～８

・2022年度環境経営計画　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９～１０



１）

２）

３）

TEL：０９３－６２１－００１８

FAX：０９３－６２１－２５９０

４）

５）

６）
㎡

７）

８）

全組織、全活動、全従業員　（認証・登録番号　　０００１６２９）

【１】　組織の概要

2022年

1,656

37

〒807-0806　　福岡県北九州市八幡西区築地町16番60号

活動規模 単　位

百万円

白浜　英明環境管理責任者

認証・登録範囲

2021年

1,450

2020年

1,237　売上高 1,294

連絡者　　　同上　　　　メールアドレス　hideaki.shirahama@ag-k.co.jp

2019年

古川　博章

1

　　当社は、昭和３２年に東邦産業株式会社を設立し、主に高圧ガスの販売を実
施してまいりました。
その後、昭和５２年高圧ガスの製造、容器再検査設備を譲り受け事業を開始。
平成４年には北九州アイ・ジー・エス株式会社の設立に伴い高圧ガスの製造・容
器検査事業を譲渡。
平成１３年当時別会社であった北九州アイ・ジー・エス（株）と会社合併しました。
会社名を（株）エア・リキード北九州とし平成１４年城戸崎商事株式会社と合併。
平成１６年には小倉事業所（旧城戸崎商事）を統合し、平成１７年九州ダイサンと
営業統合により会社名を（株）エア・ガシズ北九州とし現在に至っております。

従業員数 人 31

11,379

3732

会社の沿革

事業所名及び代表者名

高圧ガスの製造及び販売、高圧ガス容器検査、産業用機械・工具の販売

代表取締役社長

株式会社　エア・ガシズ北九州

延べ床面積

事業の規模

事業の内容

環境管理責任者の連絡先

所在地



古川 白浜 隅田

岩崎 矢野 大山
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製造部 11名

岩崎　直也

大山　真一

代表取締役社長

古川　博章

環境管理委員会

隅田　哲也

6名

矢野　義彦

総務部

責任者

発送・配送部

15名

3名

責任者

　　　　９）　組織図

責任者

環境管理責任者

営業部
責任者

白浜　英明



代表取締役

・環境管理委員会の議長及び決定事項の承認
・全体の評価と見直し

管理委員会

管理責任者 ・環境経営システムの構築・運用の責任
・環境関連教育の計画・実施
・環境活動計画の作成
・環境関連法規の最新版の入手
・環境関連文書の管理
・EA21システム教育

部門責任者 ・運用手順の作成
・環境経営システム運用の実施
・教育計画の実施
・記録の作成

各担当部所員 ・手順の遵守
・教育を受講し環境配慮の意識を高める

3

・定期的に委員会を開催し、目標の達成状況及び、活動状況を検討する。

・環境への取組に対して実施する為の人員・設備・費用を準備する
・環境経営方針を定め、誓約する

責任・役割・権限

・管理責任者の任命

　　　　10）　組織の役割



　　　　当社は、その企業活動が環境問題に関係することについて全員が認識を

１・高圧ガスの製造販売に使用する資源とエネルギーの消費量、廃棄物の排出量等を把握
　　しそれらの軽減活動を積極的、継続的に推進することによって、汚染の予防、環境保全
　　に貢献し、この活動を確実にするために環境マネジメントサイクルを確立し、Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ
　　サイクルを有効的に機能させることによって、継続的に改善する。

３・事務所、工場共廃棄物の抑制に努める。
４・環境関連法、条例、その他の規制事項を遵守する。

　　外部からの要求があれば配布によって公表し、社内外へ情報開示を図ることによって

６・方針に基づく様々な活動を全員一致して実行する。

取締役社長　　　　

２・配送、営業は効率的な運行に努め燃料使用量の低減を推進する。

　　積極的な環境コミュニケーションに取り組む。

【２】　環境経営方針

５・当社は、環境活動について記述した「環境経営レポート」を社内に掲示するとともに

　　　　深く持ち、日々の活動の基本として次に示す環境経営方針を定める。

株式会社 エア･ガシズ北九州

1・工場、事務所共節水、節電につとめ省エネルギーを推進する。

古川　博章

　　　この環境経営方針に基づき当社は以下について重点的に取り組む。

２００６年１月1日作成

4

７・化学物質の適正管理。
８・ガスの充てん効率の向上。
９・環境美化及び安全の推進。

２０１９年４月１５日改定



　　　　当社は、環境方針、環境負荷及び環境への取組状況の把握。評価結果を踏ま
　　　　えて、具体的な環境目標を策定します。

5

①二酸化炭素排出量の削減

　①-1　化石燃料の削減　

　　　　走行距離の延長と運搬量の増加及び効率の良い容器再検査に努め、各使用量を
　　　　2020年度の実績の2％削減する

【３】　2022年度　環境経営目標

　139,662kg-CO2

　2020年度実績の2％削減する

　①-2　省エネルギー活動の推進　

　　　　　ガソリン：15,114L、軽油：8,123L、プロパン：2,695kg

③廃棄物の削減・リサイクル活動の推進

　　　　　　　　　　　　　　工場：1,122㎥、事務所：254㎥

④節水活動の推進

　　　　上水量は必要量の使用と効率のよい容器再検査に勤め、2020年度実績の6％削減する

　　　　　　1.46ｔ

⑧環境美化及び安全の推進

　　　　毎月メンバーにて外周清掃及び場内パトロール(1回/月）

　　　　原料ガスの受入量を基準とし、毎年85％以上の充てん率を継続、維持する

　　　　PRTR法により化学物質が含まれる製品をSDSに従い管理、使用する

⑦化学物質の適正管理

　　　　こまめな節電に勤め、電力使用量を2020年度実績の2％削減する

　　　　　       工場：80,155kWh、事務所：42,463kWh

※九州電力の平成25年度の実排出係数（0.613）を使用。

　廃棄物排出量は2020年度実績の6％削減する

⑥ガスの充てん率の向上

　　　　主な事務用品を環境に配慮した適合商品へ入れ替え（1個/年）をし、使用する

⑤ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進



6
※九州電力の平成25年度の実排出係数（0.613）を使用。

目標数値 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
第一種指
定物質

購入なし

環境美化及び安全の推進 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

化学物質の管理 -
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

目標数値 ％ 85 85 85 85

ガスの充てん率 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

目標数値 個 3 1 1 1

グリーン購入 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

-9%

合計 ㎥ 1,463
1,419 1,376 1,332
-3% -6% -9%

1,086
-3% -6% -9%

事務所 ㎥ 270
262 254 246

目標数値

工場 ㎥ 1,193
1,157 1,122

-3% -6%

水 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

目標数値 ｔ 1.60
1.55 1.46 1.33
-3% -6% -9%

廃棄物 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

-3%

合計 kWh 125,120
123,869 122,618 121,366

-1% -2% -3%

79,337
-1% -2% -3%

事務所 kWh 43,330
42,896 42,463 42,030

目標数値

工場 kWh 81,790
80,972 80,155

-1% -2%

電力 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

-3%

プロパン kg 2,750
2,723 2,695 2,668
-1% -2% -3%

-3%

軽油 L 8,289
8,206 8,123 8,040
-1% -2%

目標数値

ガソリン L 15,423
15,268 15,114 14,960
-1% -2%

化石燃料 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023

目標数値 kg-CO2 142,512
141,087 139,662 138,237

-1% -2% -3%

【4】中長期環境経営目標（2021年度～2023年度）
・中長期の環境目標は３ヵ年に設定
・目標は各年度に反映し活動していく

二酸化炭素排出量 単位
2020年度実績
（基準年度）

2021 2022 2023



１）

効率の良い配送計画。

駐車中のアイドリングストップ。

急発進、急加速、空ふかしはし
ない(フォークリフト含む）。

制限速度の順守。

ハイブリット車、バッテリー車の
導入。

車内整理（不要な荷物を載せ
ない）。

計画的容器再検査の運用。

昼休み事務所、工場の消灯。

不要時パソコンの電源をＯＦＦ。

無駄なｺﾋﾟｰや印刷をしない。

両面ｺﾋﾟｰ、まとめｺﾋﾟｰ機能を
多用する。

裏紙使用を徹底する。
古紙分別の徹底。

パソコン利用によるペーパーレ
ス化。

バケツの利用。
水道の蛇口はしっかり締める。
必要以上の量は出さない。

適合商品への変更

充てんロスを減らす工夫

SDSに従い管理、使用

7

推進
担当

大山

隅田

岩崎

充てん率の向上

1,122
（工場）

白浜

白浜

電気機器

車
輌

白浜

白浜メンバーにて外周清掃及び場
内の安全パトロール

プロパン使用量の削減（kg）

水使用量の削減（㎥） 矢野

42,463
(事務所）

エアコンの有効活用(サーキュ
レータの導入）。

1

電力使用量の削減（kWh）

2022年度
目標数値

化学物質の管理

化石燃料

85％以上の維持

改善の手段

ｸﾞﾘｰﾝ購入 適合商品の購入（個）

廃棄物 排出量の削減（ｔ）

254
（事務所）

水使用量

内容

ガソリン使用量の削減（L)

再
検
査

80,155
(工場）

項目

15,114

計画書

【5】　2022年度 環境経営計画

環境美化及び安全の推進 環境保全、安全の確保

-

85%

8,123軽油使用量の削減（L)

第一種指定物質が含まれ
る溶剤

2,695

1.46

1回/月



運用・評価

製造部（容器再検査グループ）へ周知

運用・評価

運用・評価

運用・評価環境美化及び安全の推進
全員へ周知

8

7～9月

期　　間

10～12月

運用・評価

運用・評価

項目

二酸化炭素の排出
量の削減

運用・評価

１～3月 4～6月

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

営業部へ通知

　　　２）スケジュール

全員へ周知

化学物質の管理
製造部へ周知

充てん率の向上
製造部へ周知

運用・評価

プ
ロ
パ
ン

廃棄物の削減

運用・評価

全員へ周知

水の使用量の削減
全員へ周知

ｸﾞﾘｰﾝ購入
総務部へ周知

電
気
機
器



１）

効率の良い配送計画。

駐車中のアイドリングストップ。

急発進、急加速、空ふかしはし
ない(フォークリフト含む）。

制限速度の順守。

ハイブリット車、バッテリー車の
導入。

車内整理（不要な荷物を載せ
ない）。

計画的容器再検査の運用。

昼休み事務所、工場の消灯。

不要時パソコンの電源をＯＦＦ。

無駄なｺﾋﾟｰや印刷をしない。

両面ｺﾋﾟｰ、まとめｺﾋﾟｰ機能を
多用する。

裏紙使用を徹底する。
古紙分別の徹底。

パソコン利用によるペーパーレ
ス化。

バケツの利用。
水道の蛇口はしっかり締める。
必要以上の量は出さない。

適合商品への変更

充てんロスを減らす工夫

SDSに従い管理、使用

9

【6】　2023年度 環境経営計画

計画書

項目 内容
2023年度
目標数値

改善の手段
推進
担当

化石燃料

車
輌

ガソリン使用量の削減（L) 14,960

大山軽油使用量の削減（L) 8,040

再
検
査

プロパン使用量の削減（kg） 2,668

電気機器 電力使用量の削減（kWh）

79,337
(工場）

隅田
42,030

(事務所）
エアコンの有効活用(サーキュ
レータの導入）。

廃棄物 排出量の削減（ｔ） 1.33 岩崎

水使用量 水使用量の削減（㎥）

1,086
（工場）

矢野
246

（事務所）

ｸﾞﾘｰﾝ購入 適合商品の購入（個） 1 白浜

充てん率の向上 85％以上の維持 85% 白浜

化学物質の管理 第一種指定物質が含まれ
る溶剤

- 白浜

環境美化及び安全の推進 環境保全、安全の確保 1回/月 メンバーにて外周清掃及び場
内の安全パトロール

白浜



運用・評価

製造部（容器再検査グループ）へ周知

運用・評価

運用・評価

運用・評価

　　　２）スケジュール

項目
期　　間

１～3月 4～6月 7～9月 10～12月

二酸化炭素の排出
量の削減

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

営業部へ通知

プ
ロ
パ
ン 運用・評価

電
気
機
器

全員へ周知

運用・評価

運用・評価

廃棄物の削減
全員へ周知

水の使用量の削減
全員へ周知

ｸﾞﾘｰﾝ購入
総務部へ周知

環境美化及び安全の推進
全員へ周知

10

運用・評価

充てん率の向上
製造部へ周知

運用・評価

化学物質の管理
製造部へ周知



評価判定

評価判定

3,000

【7】環境経営目標の実績

達成率

88%

2022年度目標 2022年度実績

11

目標項目

二酸化炭素排出量 kg-CO2

17,176

使用量（ｋｇ）

軽油 ×

△

ガソリン 15,114

84%

化
石
燃
料

12,660

プロパン
(再検査）

使用量（L）

使用量（L）

△

90%

64%

△2,695

目標項目

8,123

2022年度目標 2022年度実績 達成率

139,662 165,427

～月に一度の外周清掃風景～

20344
20039

16080

15423

16377

17176

15000

16000

17000

18000

19000

20000

21000

2017 2018 2019 2020 2021 2022

L

ガソリン使用量 推移表

11010.2

11535

10568

9157
8945

12660

8000

8500

9000

9500

10000

10500

11000

11500

12000

12500

13000

2017 2018 2019 2020 2021 2022

L
軽油使用量 推移表

2750

3000

2700

2850 2850

3000

2650

2700

2750

2800

2850

2900

2950

3000

3050

2017 2018 2019 2020 2021 2022

K
ｇ

プロパン使用量 推移表



評価判定

評価判定

1 1

評価判定

○
月

達成率

月

135,918

-

100%

90%

2022年度目標

100%

12

SDSに従い適正管理 ○-

〇

△

使用量（ｋWｈ）

2022年度実績

39,600 107%

80,155

電
力

2022年度目標

工場

目標項目

122,618

2022年度実績

96,318

目標項目

42,463

2022年度実績

事務所

合計

化学物質

83%

達成率

2022年度目標

環境美化及び
安全の推進

環境保全、安全の確保

目標項目

達成率

△

※九州電力の平成25年度の実排出係数(0.613)を使用。

使用量（ｋWｈ）

使用量（ｋWｈ）
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評価判定

評価判定

評価判定

評価判定

　　　　達成率　59%以下・・・是正処置の対象

※評価判定基準
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使用量（ｍ３）

使用量（ｍ３）

※購入金額の面から２０１３年度よりエコマークの付いている商品に順次切り替えています。

1 ○

1,376

〇85.0% 88.5% 104%

達成率

〇

×

2022年度実績

廃棄物

目標項目

　　　　達成率　60%～79%・・・×

2022年度目標 2022年度実績 達成率目標項目

2022年度目標

2022年度目標

1.46

88%

2022年度実績 達成率

1,122

22%

△

水

100%

1,274

1,478 93%

204

△全体

254事務所

使用量（ｍ３）工場

125%

目標項目

排出量（t） 6.52

2022年度実績

（充てん量/使用量）

2022年度目標目標項目

　　　　達成率　80%以上・・・△

達成率

ｸﾞﾘｰﾝ購入 購入量（個） 1

　　　　達成率　100%以上・・・○

充てん率
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必要に応じての照明の点灯、消灯。ＯＡ機器の省エネ設定。エアコン設定温度の徹底
管理。サーキュレーターを導入しエアコンの高効率化。今年度より工場の使用電力量
を九州電力からの検針結果の使用実績を使用しております。これにより過去の使用
実績との誤差がかなり見られてしまっています。来年度も引き続き継続する。

主に車輌用燃料である。日々の積載量の違い、走行距離の管理が困難な中、ハイブ
リット車の導入、フォークリフトのバッテリー車の導入、エコ運転の推進、不要不急物
の積載禁止等の活動を行っています。今年度はガソリン車が１台軽油車に変わった
為使用量が増えています。来年度も引き続き継続する。

日常的に産業廃棄物が発生する業態ではありません。したがって、活動としては分別
の徹底、リサイクル化の推進となります。今年度は２年ぶりに廃棄物(金属類）の処分
を行なった為、目標値を大幅に上回っています。来年度も引き続き継続する。

 ③廃棄物削減

 ④水使用量削減

【8】　環境活動の取組結果と評価、次年度の取組
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１)　総評

節水を呼びかけています。事務所側は推移の数値を細かくしていますので変化を感じ
ますがほぼ横ばいです。工場での使用はほぼ再検査に使用される水です。今年度は
10月に工場内で漏水（約500㎥）がありました。今年度も再検査の本数の結果がその
まま出ています。来年も引き続き継続する。

各項目の実績の結果から改善の余地等を行っており、その結果そのものについては
一定の評価をしている。昨年度に引き続きコロナ禍の中での活動となってしまいまし
た。業態から革新的な成果は難しいと思われるが、全員が意識を持つことで少しでも
環境負荷の少ない事業所としたい。

２)　各項目別評価

 ①電力削減

 ②燃料削減
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来年度も引き続き取り組んで参ります。

やはり窒素のロスが多い為、移充填をするなどの努力はしています。

従業員一同、エコアクション21に取り組んで10年以上が経過ししました。

来年も引き続き継続する。

若干、行き止まっているところもありますが、環境活動計画に沿って現状を維持しつつ
出し合い試行錯誤してきました。
初年度より、我が社も取り巻く環境の為に何か削減出来ることをと皆でアイディアを

文具などはエコマーク認定商品に切り替えています。

⑦環境美化及び安全の推進

⑥ガスの充てん率の向上

⑤ｸﾞﾘｰﾝ化商品の購入

2017年度版ガイドラインに沿って目標を掲げているが、実際は購入費用の面から、

新しく商品を購入する際はエコマーク認定商品にて継続する。

来年も引き続き継続する。
今年度もコロナ禍につきメンバーを制限して活動を行いました。

環境美化の為に周辺企業と協力して周辺道路、側溝の清掃活動を行っています。
全社にて取り組む為、メンバーと共に場内パトロールを行い、危険個所を理解し、安
全ルールに従い、お互いに注意喚起する事により事故のリスクを低減する事を目的と
して行っています。

３)　次年度の取組

工場側も充てん率を向上する事を目標に、北九州I.G.Sの時代より取り組んでいます。



・関係機関及び近隣からの指摘、苦情はありませんでした。
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・環境関連法規（高圧ガス保安法、振動・騒音規制法、廃棄物処理法）の遵
守状況についても定期的に確認・評価をし、問題のない事を確認しました。
・関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

【9】　環境関連法規への違反、訴訟等の有無



今後は環境経営を推進し企業価値を向上していきたいと考えております。
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昨年度に引き続き環境活動計画に沿って

2022年度の環境経営活動計画を立案し、環境保全活動は実施できたと思われます。

全従業員気持ちを一つにして引き続き取り組んで参ります。

【10】　代表者による全体評価と見直しの結果、指示

エコアクション21を取得して経年経ち、全従業員にも定着しています。

今年度も新型コロナウイルス感染症によりメンバー全員での活動ができませんでした。
その為密を避ける意味で外周清掃には力を入れました。


